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平成26年度　町長施政方針
し
、
定
住
人
口
の
増
加
に
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
、
三
世
代

以
上
が
同
居
す
る
住
宅
を
新
築
・

増
改
築
す
る
費
用
を
金
融
機
関
か

ら
借
入
し
た
場
合
、
利
息
の
三
年

分
を
助
成
す
る
、
住
宅
建
築
支
援

事
業
も
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
田
舎
体
験
を
企
画

す
る
事
業
者
に
対
す
る
助
成
な
ど

も
創
設
し
、
積
極
的
な
取
り
組
み

に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
振
興

　

日
本
の
農
政
、
特
に
米
政
策
は

昨
年
末
に
大
き
く
見
直
さ
れ
、
認

定
農
業
者
や
農
業
法
人
、
参
入
企

業
へ
の
農
地
集
積
の
拡
大
、
生
産

コ
ス
ト
縮
減
な
ど
を
目
指
し
た
、

新
た
な
農
業
・
農
村
政
策
が
明
ら

か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後

も
奥
出
雲
ブ
ラ
ン
ド
農
産
物
の
生

産
販
売
に
つ
い
て
は
、
農
商
工
の

連
携
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
、
六

次
産
業
化
を
推
進
し
て
い
く
考
え

で
す
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
産
の
水

稲
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、
国
内

消
費
の
落
ち
込
み
や
政
府
備
蓄
用

米
持
ち
越
し
在
庫
の
急
増
に
よ
り
、

国
全
体
の
作
付
面
積
が
激
減
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
本
町
へ
の
平
成
二
十
六

年
産
の
水
稲
配
分
面
積
は
、
昨
年

の
作
付
実
績
と
比
較
し
て
五
十
㌶

近
く
減
少
す
る
見
込
み
で
す
が
、

今
後
も
、
Ｊ
Ａ
間
調
整
等
に
よ
る

追
加
作
付
配
分
の
確
保
に
努
め
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
二
月
に
は
「
仁

多
米
振
興
大
会
」
に
併
せ
「
奥
出

雲
仁
多
米
株
式
会
社
十
五
周
年
記

念
大
会
」
を
盛
大
に
開
催
し
、
記

念
講
演
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
食
味
向
上
と
安
全
・

安
心
な
環
境
と
調
和
し
た
美
味
し

い
米
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
更
な

る
仁
多
米
ブ
ラ
ン
ド
の
飛
躍
に
向

け
て
、
農
家
、
関
係
機
関
の
皆
さ

ん
の
意
識
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
仁
多
米
コ
シ
ヒ
カ

リ
が
「
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
国
際
大
会
」
や
「
日
本
穀

物
検
定
協
会
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
高
い
評
価
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

県
、
Ｊ
Ａ
、
生
産
者
と
連
携
し
、

食
味
値
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
畜
産
振
興

　

昨
年
八
月
に
は
、
奥
出
雲
仁
多

牛
の
名
声
復
活
を
目
指
し
、
次
期

開
催
の
第
十
一
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
（
宮
城
全
共
）
に
向
け
て
、

奥
出
雲
町
出
品
対
策
協
議
会
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
前
回
の
長
崎
全
共
の

検
証
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
が
連

携
し
、
早
期
の
系
統
改
良
、
優
良

雌
牛
の
保
留
、
能
力
の
高
い
候
補

牛
の
選
抜
や
生
産
基
盤
の
強
化
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
雲
南
の
奥
出
雲
和

牛
肥
育
事
業
の
規
模
縮
小
へ
の
対

策
は
、
奥
出
雲
和
牛
の
「
地
域
一

貫
体
制
」
を
再
構
築
す
る
た
め
、

Ｊ
Ａ
雲
南
と
雲
南
市
、
飯
南
町
、

奥
出
雲
町
で
広
域
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
休
止
中
の
横
田
肥
育
セ
ン

タ
ー
の
一
部
を
改
修
し
、
奥
出
雲

町
農
業
公
社
が
、
来
年
度
か
ら
五

年
間
の
広
域
支
援
を
受
け
、
平
成

三
十
年
に
は
繁
殖
雌
牛
百
頭
、
子

牛
八
十
頭
の
経
営
規
模
を
目
指
し

ま
す
。

　
特
産
振
興

　
（
有
）奥
出
雲
椎
茸
が
生
産
販
売

す
る
「
菌
床
椎
茸
」
は
、
徹
底
し

た
品
質
管
理
、
懸
命
の
経
営
努
力

に
よ
り
、
市
場
・
消
費
者
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
場
価
格
の

低
迷
は
一
向
に
改
善
の
兆
し
が
な

く
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

来
年
度
も
、
資
産
の
町
有
化
等

に
よ
り
経
営
の
改
善
を
促
し
、

「
奥
出
雲
し
い
た
け
」
の
ブ
ラ
ン

ド
堅
持
と
地
域
雇
用
の
確
保
に
努

め
る
考
え
で
す
。

　
国
営
開
発
農
地
の
活
用

　

近
年
、
国
営
開
発
農
地
で
は
、

地
元
企
業
が
契
約
栽
培
で
エ
ゴ
マ

栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

鳥
獣
被
害
が
少
な
く
収
益
性
も
高

い
こ
と
か
ら
、
年
々
栽
培
面
積
が

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
栽
培
面
積
は
、
二
㌶

増
の
二
十
㌶
と
県
内
最
大
規
模
の

産
地
と
な
り
ま
す
が
、
将
来
的
に

は
二
十
三
㌶
の
栽
培
を
計
画
し
て

お
り
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
商
品

開
発
支
援
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
整

備
補
助
金
を
活
用
し
、
農
地
の
再

生
・
利
用
促
進
、
新
規
農
業
参
入

者
へ
の
農
地
利
用
集
積
な
ど
、
今

後
も
継
続
的
に
事
業
推
進
し
て
い

く
考
え
で
す
。

　
有
害
鳥
獣
対
策

　

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
頭
数
は
近
年

大
幅
に
減
少
し
、
農
作
物
の
被
害

報
告
も
少
な
い
状
況
で
し
た
が
、

今
年
度
は
三
年
ぶ
り
に
増
加
傾
向

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

駆
除
対
策
や
電
気
防
護
柵
の
設
置

な
ど
被
害
防
止
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　
林
業
の
振
興

　

引
き
続
き
「
緑
豊
か
な
森
づ
く

り
」
と
「
森
林
資
源
を
活
か
し
た

循
環
型
社
会
」
を
目
指
し
、
町
行

分
収
造
林
並
び
に
公
社
造
林
事
業

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
荒
廃
林

の
再
生
整
備
及
び
森
林
病
害
虫
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
の
搬
出
コ
ス
ト
を

低
減
さ
せ
る
た
め
の
高
性
能
林
業

機
械
導
入
助
成
事
業
や
、
森
林
施

業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
森
林

作
業
道
の
整
備
な
ど
、
林
業
活
性

化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
山
林
地
籍
調
査
事
業
に

つ
い
て
は
、
実
施
体
制
の
強
化
及

び
適
正
な
業
務
量
の
予
算
化
を
図

り
、
継
続
的
且
つ
積
極
的
な
事
業

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
観
光
振
興

　

観
光
振
興
は
、
本
町
の
重
要
な

政
策
課
題
で
す
。

　

昨
年
、
出
雲
大
社
で
は
六
十
年

に
一
度
の
「
平
成
の
大
遷
宮
」
に

よ
り
、
予
想
を
上
回
る
観
光
客
の

方
々
が
島
根
県
を
訪
れ
、
本
町
に

お
い
て
も
、
玉
峰
山
荘
を
中
心
に

来
訪
客
が
増
え
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

そ
の
効
果
が
来
年
度
も
継
続
す

る
よ
う
に
、
観
光
客
の
誘
客
に
向

け
た
体
制
の
整
備
、
お
も
て
な
し

の
仕
組
み
づ
く
り
を
、
観
光
施
設

や
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
更
に
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え

ま
す
。

　

来
年
度
は
、
吊
り
橋
と
遊
歩
道

が
完
成
し
た
鬼
の
舌
震
を
中
心
に
、

佐
白
温
泉
、
亀
嵩
温
泉
、
斐
乃
上

温
泉
の
「
奥
出
雲
美
肌
温
泉
郷
」
、

お
ろ
ち
ル
ー
プ
周
辺
と
ト
ロ
ッ
コ

列
車
を
活
用
し
た
誘
客
を
進
め
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
錦
織
良
成
監
督
に

よ
る
「
た
た
ら
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
映
画
「
た
た
ら
侍
」
の
撮
影
が
、

県
内
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

の
た
め
、
県
と
「
た
た
ら
」
に
関

係
す
る
市
町
が
連
携
し
、
映
画
製

作
に
協
力
す
る
予
定
で
、
本
町
が

誇
る
素
晴
ら
し
い
「
た
た
ら
」
の

文
化
を
最
大
限
に
Ｐ
Ｒ
し
、
全
国

へ
情
報
発
信
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
商
工
業
振
興

　

商
工
業
の
振
興
の
た
め
、
来
年

度
も
引
き
続
き
、
商
工
会
に
よ
る

経
営
改
善
普
及
事
業
や
地
域
振
興

巡
回
員
設
置
事
業
等
を
実
施
す
る

考
え
で
す
。

　

ま
た
、
飲
食
店
・
商
店
へ
の
改

修
改
造
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
、
町
独
自
の
商
業
活
性
化
重
点

支
援
事
業
、
空
き
店
舗
や
提
案
に

よ
る
事
業
を
支
援
す
る
地
域
商
業

活
性
化
支
援
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育

て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り

は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
引
き
続

き
、
幼
児
園
の
整
備
、
多
子
世
帯

の
児
童
・
生
徒
の
医
療
費
無
料
化

や
保
育
料
の
軽
減
、
予
防
接
種
の

助
成
、
出
産
祝
金
の
支
給
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
四
月
の
亀
嵩
幼
児
園
の

開
園
に
よ
り
、
町
内
の
幼
児
園
は

七
園
と
な
り
ま
す
が
、
来
年
度
は
、

三
沢
幼
稚
園
と
三
成
児
童
館
の
改

修
を
行
い
、
町
内
全
地
区
の
幼
児

園
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
月
に
は
、
子
ど

も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
環

境
づ
く
り
を
検
討
す
る
「
奥
出
雲

町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
基
に

地
域
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
、
事

業
計
画
の
策
定
や
条
例
の
制
定
を

行
い
、
よ
り
充
実
し
た
子
育
て
支

援
に
努
め
ま
す
。

　
医
療
の
充
実

　

町
立
奥
出
雲
病
院
で
は
、
平
成

二
十
二
年
四
月
に
常
勤
医
師
が
五

名
体
制
に
ま
で
減
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
小
児
科
医
師
、
内
科
医

師
、
整
形
外
科
医
師
の
着
任
に
よ

り
、
現
在
、
常
勤
医
師
は
八
名
体

制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
年
三
月
末

日
に
二
名
の
常
勤
医
師
が
定
年
退

職
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
救
急
医
療
体
制
な
ど
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
島
根
大
学
医
学
部

等
へ
の
協
力
要
請
は
も
と
よ
り
、

住
民
参
加
の
「
奥
出
雲
町
地
域
医

療
確
保
推
進
協
議
会
」
の
活
用
、

地
元
出
身
医
師
へ
の
直
接
ア
プ
ロ

ー
チ
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
中
核

病
院
と
し
て
の
診
療
体
制
の
維

持
・
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

医
療
機
器
の
更
新
や
施
設
設
備

の
経
年
劣
化
に
よ
る
修
繕
費
の
増

加
等
厳
し
い
病
院
経
営
の
中
、
企

業
会
計
基
準
の
見
直
し
に
伴
い
、

財
務
諸
表
の
数
値
も
厳
し
い
も
の

と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
一
昨
年
八
月
に
は
院
内
保

育
所
を
、
昨
年
十
二
月
に
は
一
戸

建
て
の
医
師
住
宅
を
整
備
し
ま
し

た
。

　

更
に
、
今
年
度
は
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
て
業
務
の
効

率
化
を
図
っ
て
お
り
、
勤
務
環
境

の
整
備
・
充
実
に
よ
る
医
療
従
事

者
の
確
保
対
策
が
推
進
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
医
療
環
境
の
整
備

と
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
努
め
、

健
全
経
営
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
福
祉
の
充
実

　

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
生
活
で

き
る
町
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
、

交
通
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
助
け
合
い

除
雪
、
買
い
物
支
援
体
制
な
ど
の

「
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
」
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
さ
ら
に
住
民
参
加

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
新
た
に
地
域
福
祉
計
画
を
策

定
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
支
え
合

っ
て
生
活
し
て
い
け
る
地
域
福
祉

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、
テ
レ
ビ
電
話
を
活
用
し

▲キャプション

▲昨年完成した「舌震の〝恋″吊橋」

子どもたちの健やかな成長を支援します　

▲整備された医師住宅　

▲栽培を進めているエゴマ

る
び
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